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立
石
工
務
届

月曜日

改
修
工
事
な
ど
を
主
掛
け
る
立
石
工
務
后
(
本
社
名
古
屋

市
緑
区
文
久
山
1
1
3
7
)
の
創
業
は
1
9
0
2年
。
皇
軍

時
の
造
作
工
事
(
建
物
内
部
の
下
地
を
作
る
工
事
)
か
ら
一
戦

災
や
伊
勢
湾
台
風
を
受
け
復
旧
・
復
興
の
た
め
型
枠
工
事

へ
。
そ
し
て
、
現
在
の
改
修
工
事
に
転
換
し
た
。
時
代
の
ニ

ー
ズ
を
読
み
解
き
、
成
長
を
続
け
、
今
年
で
1
2
0年
を
迎

え
る
。
現
在
は
多
能
工
職
人
を
育
成
す
る
事
業
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

.(
中
村
光
希
)

創
業
の
造
作
か
ら
型
枠
、
改
修
ヘ
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創業当時に作業員が使用していた法被

多能工職人を育成・派遣
新事業成長の歩み着々

創
業
時
は
寺
社
広
ど
の
造
作
工

事
を
担
っ
て
い
た
。
造
作
工
事
か

良
型
枠
工
事
に
移
行
し
た
の
は
3

代
目
・
鎮
雄
の
時
代
だ
っ
た
。

2
代
目
・
鋼
之
輔
の
持
代
に
空

襲
な
ど
の
戦
災
が
、

3
代
自
の
時

代
に
は
伊
動
要
嵐
が
建
物
を
襲

ぃ
、
的
年
ご
ろ
に
復
旧
・
復
興
工

事
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。

当
時
そ
れ
ま
で
の
木
造
か
ら

新
し
い
技
術
を
使
っ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
の
事
掲
に
一
丁
ズ
が

移
り
、
同
社
も
そ
れ
に
対
応
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
成
型
す
る
型
を
作

り
、
組
み
立
て
る
型
枠
工
事
に
主

力
業
務
を
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

復
旧
・
復
興
工
事
の
需
要
も
一

巡
し
た
百
年
ご
ろ
、
改
修
工
事
に

移
行
し
た
。
製
末
時
か
ら
協
力
し

て
き
ち
特
中
工
務
居
(
本
社
大
阪

市
)
名
古
屋
支
屈
の
所
長
か
ら
、

戦
争
な
ど
を
機
に
建
て
直
し
た
施

足。

が
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
は
旧
帝
大
の
中
で
も
規
模
が

3
分
の
1
以
下
。
そ
の
よ
う
な
大
学
が
世
界

の
有
力
大
学
と
対
抗
し
て
い
く
に
は
、
ど
う

ッ
プ
)
大
学
と
し
て
、
国
際
競
争
力
を
強
化

す
る
。
そ
の
た
め
、
他
大
学
史
高
い
ル
同
MW

東
海
国
立
大
学
機
構
(
よ
)

設
の
改
修
工
事
の
需

要
が
増
え
る
と
の
助

言
を
得
た
こ
と
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
い
た
型
蒋
工
事

に
は
関
わ
る
作
業
員

測
が
多
く
、
道
具
を
ス

配
ト
ッ
ク
す
る
場
所
が

抑
必
要
に
な
る
な
ど
の

脳
課
題
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
新
築
工
事
の
流

れ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
鉄
骨
に
移
っ
て

お
り
、
改
修
工
事
へ

の
受
付
は
同
社
に
と

っ
て
も
次
の
成
長
の

た
め
の
良
い
機
会
だ

っ
た
。た
だ
改
修
工
事
は
新
築
工
事
と

は
違
い
、
建
物
の
中
に
職
人
以
外

の
人
が
い
る
状
態
で
工
事
を
ノ
付
う

た
め
、
大
き
韮
日
を
た
て
な
い
技

術
な
ど
薪
た
な
工
事
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
の
次

期
社
長
で
あ
る
浩
一
氏
は
約
6

年
、
竹
中
工
務
后
に
出
向
し
、
改

修
工
事
の
技
術
を
持
ち
帰
っ
た
。

2
0
0
0年
に
浩
一
氏
が
4
代
田

社
長
に
就
任
し
、
現
在
ま
で
改
修

工
事
に
特
化
し
た
世
皇
軍
を
続
け
て

き
た
。立
石
社
長
は
創
業
1
2
5年
と

な
る
5
年
後
に
社
長
交
代
を
検
討

中
だ
。
次
期
社
長
の
立
石
晃
太
専

務
は
予
会
社
を
立
ち
上
げ
、
多
能

工
職
人
を
育
成
・
現
場
派
遣
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
工

事
職
人
育
成
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
設
立
を
に
ら
み
、
新
た
な
成
長

に
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

立
石
社
長
は
「
長
年
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
施
設

の
不
便
な
箇
所
を
使
い
や
す
く
す

る
工
事
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
諾
し
た
。

-
A世
岡
崎
浦

も
の
m
-
r
U
8

支
援
台
骨
尉

「
よ
か
っ
た
ら
、
こ
れ
、
飲
ん
で
く
だ
さ
い
」
。

い
つ
も
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
飲
料
を
差
し
入
れ
て
く
れ
る
近
所
の
人
が
い

る
。
つ
え
を
突
き
な
が
ら
お
菓
子
を
届
け
て
く

だ
さ
る
年
配
の
女
性
も
い
れ
ば
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
を
毎
年
寄
付
し
て
く
れ

る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

大
し
た
経
験
も
な
い
ま
ま
、
退
職
金
や
夫
の

貯
金
ま
で
つ
ぎ
込
ん
で
始
め
た
、
若
者
や
子
ど

も
の
支
援
活
動
。
「
向
こ
う
見
ず
な
」
と
思
っ

た
人
も
い
た
に
違
い
な
い
が
、
何
と
か
叩
年
間

続
げ
ら
れ
た
の
は
、
宣
刷
も
知
ら
な
い
方
も
含

め
多
く
の
人
々
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
か
ら

だ
。
「
力
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
こ
ん
な
に
い

る
ん
だ
i
」
と
何
度
励
ま
さ
れ
こ
と
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
も
大
き
い
。
い
つ
も

手
作
り
し
た
料
理
の
一
品
を
届
け
て
く
れ
る

思いに背中押された

無
料
盤
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
理
科
の

実
験
を
捜
露
す
る
元
申
学
校
教
員
(
左
端
)

H
2
0
1
6年
、
墓
且
都
西
東
遷
巾
の
N
P

O
法
人
「
猫
の
足
あ
と
」
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

人
、
無
料
塾
で
勉
強
を
教
え
る
大
学

生
や
元
教
員
、
夏
抹
み
の
工
作
教
室

を
手
伝
っ
て
く
れ
た
大
工
さ
ん
・
・
・
。

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
き

た。
そ
れ
に
し
て
も
私
は
、
自
分
が
暮

ら
す
地
減
の
こ
と
を
何
も
知
ら
な
か

っ
た
。
仕
事
を
し
て
い
た
頃
は
、
職

血国品温
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家族4人合計で

月々の鋳金3.000円の場合

空 良型金


